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※整理番号： 5

企画名
茶室「小春日和」

実施日
令和 5年 6 月 22 日（木 令和

実施場所
建築会館ホール（東京都港区芝5-26 ---'- 20)

5年 7 月 30 日 （日

企画代表者の氏名， 所属
氏名：瀬戸裕樹 所属広島大学大学院先進理工系科学研究科 学生番号： M232438

構成員の氏名

 高尾耕太朗
 谷卓思
 塚村遼也

指導的立場の教員氏名 名または記名・押印をお いします。

企画の目的及び内容
(1)企顧切目的及び期待される効果
提案により、秋J)小春日和．つ出会いを祝福するような茶室空間を作り出す。大会委員会による指導のもとl / I模型・を製作し、実醗に使用さわる建築物を設計、 製
作すそ経験を通じて、 同世代の仲間との交流や建築•:J)面白さ 、 笠しさ・を体駿することガ出来る。
(2)企囲を具体的な内容（図面等があれば別紙として添（寸してくださ＼心）
提案内容として、 包装資材に用し”られるPPパンドを用いて茶室空間：を付成す玉具体的には囲パンドを編み込んだシー 因からユニ ヽ；・ トを作り、 それらを積柑しパ
ネル化することによって空間を作私ppが持つ透明性�と日本ぐ99伝統色に包まれた空間：ま茶会を：こぎやか；こ彩る。材料について：PPバンドはホー ムセンタ ー て因入
した。

来場者数

主催・後援団体（外部のコンテスト等に参加する場合は， そのコンテストの規模）

主催：日本建築学会

建築文化週間 学生グランプリ 2023 銀茶会の茶席

活動の内容（準俯， 広報活動， 当日の様子等）

発案から模型作成までの流れを以下に示す。

①秋をテーマにした茶室について「小春日和」に注目した',

②制作素材について捨てられる包装資材「PP バンド」に注目したe

③「PP バンド」． を使ってどうしたら「小春日和」を空闇化できるのかスタディを繰り返した（写真 1.2)。

④空間を構成するひとつのユニットの形にたどり着いた：＇

⑤折り紙を使って形態のスタディを繰り返した（写真4)。

これを PP バンドで1/1スケールで制作した，：写真3) )

⑥決定した形態に沿って、1/10スケールの模型を作成した（写真5),
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